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中学校国語科における
聞くことの力を高めるための指導の工夫

ー必要感のある課題の設定と、
生徒と作成したルーブリックを用いた形成的評価を通してー

長期研修員 松元 崇敏

生徒の実態
聞くことの力が十分
に身に付いていない。

○ 研究構想図

聞くことの指導の課題
●音声言語 ・・・記録を残しづらい
●生徒の内面・・・内面を表出させないといけない

聞くことの力を高めた生徒

生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
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ス

教師の願い
聞くことの力を高める
ための指導がしたい。

指導が
難しい！

ルーブリック作成シート

必要感のある課題作成シート

国や県の課題
依然として読むことの指導
に偏った傾向がある。

手立て１：必要感のある課題を設定

○必要感のある課題の作成

言語活動のゴールは何か？

学習者が担う役割は何か？

言語活動の相手は誰か？

想定されている状況は何か？

生み出すべき作品は何か？

評価の観点は何か？

○必要感のある課題

必要感のある課題作成シート

グループ・ディスカッションで話し合い、他の人の意見との共通点や相違点を考える。

グループ･ディスカッションで話し合い、他の人の意見を聞く。

グループ・ディスカッションで話し合うグループの人。

合唱コンクールが終わった直後であり、今後のクラスの　方向性を考えるためにクラスの人から意見を聞かなければならない。

グループ・ディスカッションで、クラスの方向性について議論を深め、クラスに提案事項を考えている。

グループ・ディスカッションを通して話し合うことで、より実践的な方法を考え、聞くことの力を高めている。

　クラスで練習を重ねてきた合唱コンクールが終わった。この間、クラスは団結を深めることができただろうか。１
年生として学校生活を送るのは残り５ヶ月である。この５ヶ月間の過ごし方でこれからの学校生活が更に充実し
たものになっていく。そこで、クラスの現状を把握し、今後の方向性をグループ・ディスカッションを通して考えて
いきたい。他者の意見をしっかりと聞き、自分の意見との共通点や相違点を踏まえて、今後のクラスの方向性を
考え、クラスに提案しよう。
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振り返りの
活動

生徒の聞く姿（パフォーマンス）を見取り、
形成的評価を重視した指導を行う！！

○評価の観点

（・知識・技能）

（・思考力・判断力・表現力）

（・主体的に学習に取り組む態度）

Ａ Ｂ Ｃ

態度

・相手の話を笑顔で聞き、うなずくなど
身振りを交えることができ、効果的に相
づちをうつことで、相手に安心感を与え
ることができている。

思考

・相手の主張を聞き、自分の主張との
共通点や相違点を相関関係が分かる
ようにメモに取っている。

表現

・相手の主張を聞き、自分の主張との
共通点や相違点を踏まえて、質問をす
ることで新たな考えに気付き、やり取り
を繰り返している。

※本授業実践では、動画を基にしてＡ評価から記述語を作成した。Ｂ、Ｃ評価は生徒が考えられるようにした。

※３観点で作成するのが望ましい。本授業実践では態度・思考・表現で作成した。

○ルーブリック　　　 ※上記の項目を参考にして評価基準としての記述語を記す。（なお、評価項目は変更可能。授業に応じて柔軟に対応する。）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝに参加する態度

ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝでの思考

ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝでの表現



手立て３：ルーブリックを用いた形成的評価

話題や方向を捉えて話し合おう
―グループ・ディスカッションをする

光村図書 第１学年

成果と課題
○生徒と作成したルーブリックで、生徒が形成的評価を
することは、聞くことの力を高めることに有効である。

●必要感のある課題の提示の仕方やルーブリックの作成
の仕方には更なる工夫が必要である。

提言
聞くことの学習では、
生徒のパフォーマンス
で形成的評価をした方
が効果的である。

○振り返りシートの分析

クラスで練習を重ねてきた合唱コンクールが終わった。この間、クラスは団結を深めることができただろう
か。１年生として学校生活を送るのは残り５ヶ月である。この５ヶ月間の過ごし方でこれからの学校生活が更
に充実したものになっていく。そこで、クラスの現状を把握し、今後の方向性をグループ・ディスカッション
を通して考えていきたい。他者の意見をしっかりと聞き、自分の意見との共通点や相違点を踏まえて、今後の
クラスの方向性を考え、クラスに提案しよう。

手立て１：必要感のある課題の設定

Ａ Ｂ Ｃ

記述語
挙手をして、相手の意見に

応答をし、自分の意見や質問
を発言することができる。

挙手をして、自分の意見を
発言することができる。

挙手をして、自分の意見を
発言することができない。

手立て２：生徒と作成したルーブリック

変
容

Ａ評価27％

Ａ評価62％

自己評価の分析


